
サラーム  No.124 ［2022.10.29］

　この夏から秋にかけて、私たちの活動の身近で多くの子
どもたちが命をなくしました。パレスチナ子どものキャンペー
ンのこれまでの36年の活動の中でもこうしたことは滅多に
ないことで、本当にやるせない思いでいっぱいです。
　8月に起きたイスラエル軍のガザへの大規模空爆では、ナ
ワール児童館に通っていた11歳の少女ラヤーンさんが亡く
なりました。海岸に遊びに行った帰りに、乗っていた自動車
の近くにミサイルが落ち、破片が彼女の頭に刺さり、昏睡状
態のまま数日後に亡くなったのです。
　ヨルダン川西岸や東エルサレムでも、昨年からイスラエル
軍とパレスチナ住民の衝突が続き、多くの若者が亡くなって
いますが、9月の終わりに、ベツレヘムでは、7歳のライヤーン
くんが亡くなりました。私たちが昨年理科教育の支援を行っ
たアル・ハサン小学校の1年生です。この学校は入植地のそ
ばにあり、学校の前にいつもイスラエル軍のジープが止まり、
通学時の子どもたちが怯え、昨年には軍用車に子どもがひ
かれて重傷を負う事件も起きていました。ライヤーンくんは2
人の兄たちと下校途中に兵士に追いかけまわされ、やっと家

に着いたときに、兵士が現れ彼を連れて行こうとしたといい
ます。ライヤーンくんは恐怖で倒れ、そのまま亡くなりました。
　悲劇はパレスチナだけではありません。レバノンのシャテ
ィーラ難民キャンプでは、3人の若者が亡くなりました。ヌー
ルさん20歳とアフマドさん18歳の兄弟、そして、ラワドさん
16歳です。3人は絶望的なレバノンを出て海外で働いて家族
に仕送りをしようとして、北部のトリポリから船で地中海に、
他の100人を超える人たちと出港しました。しかし海が荒れ、
シリア沿岸で船が転覆、少なくとも89人が死亡し、20人以
上がいまだに行方不明です。この中には、両親と10歳から1
歳9か月の4人の子どもたちの一家全員も含まれています。
　どこで生まれたとしても、子どもたちや家族には、こんな
無念の死を迎えることなく、安全で平和に暮らす権利があり
ます。しかしウクライナでの戦争が続く中で、それ以外の地
域のことが忘れられ、置き去りにされています。ウクライナ侵
攻によって国際情勢に関心を持った人たちに、こうした中東
や世界各地の難民の状況を知ってもらうための活動も続け
ていきたいと思っています。

ヌールさん（右から2人目）
アフマドさん（左端）と家族

「安全で平和に生きるのは子どもたちの権利」ラヤーンさんの学校で ライヤーンくん
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